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篠崎恒夫名誉教授記念号の発刊によせて
学長 山 田 家 正
このたび,商 学討究第50巻2・3合併号 を発刊するにあた り,長い間本学の
発展に寄与された小樽商科大学名誉教授篠崎恒夫先生のご業績を讃え,本 号を
「篠崎恒夫名誉教授記念号」 とすることに致しました。
篠崎先生は昭和34年3月に福島大学経済学部をご卒業後神戸大学大学院経営
学研究科 に進学 され,昭 和36年3月に修士課程修了,昭 和40年に同博士課程単
位修得退学,福 島県立会津短期大学講師を経て,昭 和41年4月に本学商学部商
業学科(現 在の商学部)経 営学原理担当講師として着任 されました。昭和42年
10月に助教授,昭 和56年10月に教授に昇任 され,昭 和60年4月か らは大学院商
学研究科の教育に携わって頂 きました。学内の各種委員会の委員長あるいは委
員 として大学運営にも精力的に取 り組んで頂 きましたが,特 に,昭 和62年か ら
平成3年 まで国際交流委員会委員長,平 成9年2月 か ら平成10年1月までは国
際交流センター長として,本 学の国際交流進展 に寄与されました。 また,平 成
4年から同6年 には自己評価委員会委員長などの重責を担われました。平成11
月3月 をもって本学を退職された後,札 幌大学 に勤務 しておられます。
以上のこ略歴が示すように,先 生は本学教官として33年間の永 きにわた りご
勤務頂 き研究者 として業績をあげられ,ま た学生への教育に情熱が注がれまし
た。 これらのご貢献に報いるために,本学は平成11年4月に名誉教授の称号を
授与致 しました。
〔1〕
2篠崎先生の研究者としての関心は専門分野はもとより,それを越えて多岐に
わたってお ります。中でも小樽市の中小企業の振興に側面か ら支援 されたこと,
小樽運河問題に市民 と一緒に保存運動に携わったことなど,学内で終始せずに
市民運動にも参加 されました。それらは,大学 を市民に開放する姿勢の表れと
理解 してお ります。 また,学 生の指導に非常に熱心に当たられました。篠崎ゼ
ミの学外での合宿研修は,ス キー,山 登 り等を含めて時には苛酷であり,学生
達には強い印象を与えたと伺ってお ります。
先生は日本経営学会,経 営史学会をは じめ多 くの学会に所属 され,ご 研究と
学生の指導に専念されておられますが,今 後益々のご健勝とご発展 を心か ら祈
念 申し上げ記念号発刊にあたってのご挨拶 と致 します。
